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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第110期
第２四半期
連結累計期間

第111期
第２四半期
連結累計期間

第110期

会計期間
自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日

自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日

自  平成22年５月１日
至  平成23年４月30日

売上高 (千円) 6,388,691 9,137,959 13,844,031

経常利益又は経常損失(△) (千円) △246,315 335,670 △11,544

四半期純利益又は
四半期(当期)純損失(△)

(千円) △186,801 83,705 △278,925

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △251,328 79,269 △309,900

純資産額 (千円) 2,336,592 2,376,826 2,281,876

総資産額 (千円) 14,520,850 16,464,345 15,561,645

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期(当期)純損失金額
(△)

(円) △7.18 3.22 △10.73

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 15.8 14.0 14.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 295,734 △99,581 274,434

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △103,828 △157,478 △286,327

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △177,254 468,543 12,350

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 337,109 536,632 325,427

　

回次
第110期
第２四半期
連結会計期間

第111期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年８月１日
至  平成22年10月31日

自  平成23年８月１日
至  平成23年10月31日

１株当たり四半期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △0.10 1.77

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第110期第２四半期連結累計期間及び第110期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、１

株当たり四半期（当期）純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第111期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額は、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

５．第110期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

(企業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災により影響のあった物流機能の復旧

などにより生産活動が正常化し、消費も回復傾向にありましたが、欧州の債務危機や米国景気の低迷、タ

イでの大規模な洪水の発生などにより海外での不確実性が高まり、国内でも先行きの懸念が増加してお

ります。

当グループ主力の水産業界におきましても、東日本大震災の影響による消費者の生活防衛意識の高ま

り等により魚価の低迷が続き、被災地の復旧も少しずつしか進展しない中、全般的に漁獲量も低調であ

り、業界を取り巻く環境は、厳しい状況となっております。

このような状況のもと、当グループは、営業面では、被災した漁場へ海洋サポート室を中心とした調査

チームを派遣し、海中での漁場調査を行い、取引先のバックアップを行える体制を整えるとともに、製造

面では、漁網の受注に備えるため、主力工場の勤務体制を３交替制にして、生産量の確保に努めました。

また、前連結会計年度の期末において震災の影響で納期がずれ、当第２四半期連結累計期間に売上高が

計上されたものがあること、前連結会計年度に事業の一部を譲受けた部門の売上高が増加したこと、被災

地における定置網及び船舶等の復興需要のうち一部の売上が計上できたこと等により、売上高は前年同

期と比べ大幅に増加しました。利益面は、売上高の増加が大きく影響し、経費削減効果等もあり、営業利益

を計上することができました。営業外損益は、前年同期と比べ大きな変動はありませんでした。特別損益

では、遊休資産の売却による固定資産売却益を計上しましたが、前連結会計年度末では判明しなかった災

害による損失及び投資有価証券評価損が発生しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、9,137百万円（前年同期比43.0％増）、営業利益は

444百万円（前年同期は126百万円の損失）、経常利益は335百万円（前年同期は246百万円の損失）、四半

期純利益は83百万円（前年同期は186百万円の損失）となりました。

　

EDINET提出書類

日東製網株式会社(E00578)

四半期報告書

 4/25



　

セグメントの業績は以下のとおりであります。

［漁業関連事業］

売上高は7,666百万円（前年同期比43.4％増）となりました。主な要因としては、養殖用網の売上高が

増加したこと、漁船や定置網等で被災地の復興需要に伴う売上の一部が計上されたこと及び前連結会計

年度にベニートヤマ株式会社から事業の一部を譲受け、海苔網等の売上高が増加したこと等により、売上

高は大幅に増加しました。利益面では、売上高が増加したこと及び経費削減策の実施等によりセグメント

利益は395百万円（前年同期は92百万円の損失）となりました。

［陸上関連事業］

売上高は1,316百万円（前年同期比31.0％増）となりました。主な要因としては、節電対策等により防

虫ネットの売上高が増加したこと、震災の影響で納期が遅れていた工事等が竣工したこと等によるもの

です。利益面では、売上高の増加、貸倒引当金戻入益が発生したこと等により、セグメント利益は45百万円

（前年同期は30百万円の損失）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ902百万円増加し、16,464百

万円となりました。その主な内容は以下のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ1,038百万円増加し、12,288百万円となりました。これは、主に現

金及び預金、売上債権の増加等によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ132百万円減少し、4,158百万円となりました。これは、主に減価償

却により有形固定資産が減少したこと等によるものです。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ539百万円減少し、9,635百万円となりました。これは、賞与引当金

は増加しましたが、短期借入金の減少等によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ1,347百万円増加し、4,451百万円となりました。これは、長期借入

金の増加等によるものです。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ94百万円増加し、2,376百万円となりました。これは、四半期純

利益の計上等によるものです。

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度

末と比べ211百万円増加し536百万円となりました。その主な内容は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の減少は99百万円（前年同期は295百万円の

資金の増加）となりました。これは、増加要因として税金等調整前四半期純利益及び減価償却費の計上等

ありましたが、減少要因として売上債権の増加等があったことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、157百万円（前年同期は103百万円

の資金の減少）となりました。これは、有形固定資産の取得、定期預金の預入による支出等によるもので

す。
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(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の増加は、468百万円（前年同期は177百万円

の資金の減少）となりました。これは、短期借入金の返済により減少しましたが、長期借入金による収入

等があったことによるものです。

　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題は次のとおり

です。

東日本大震災の発生より約半年経過し、被災地での漁業関連の復旧・復興が本格化しております。今後

当グループの主力製品である漁網、漁船等の受注の増加による売上高の増加が予想されます。

当グループの当面の対処すべき課題は、顧客のニーズに対応するため、原材料等の調達をスムーズに行

い、生産性を上げ、納品まで確実に行うことであります。また、売上債権の回収までの間、運転資金の増加

も予想され資金調達を適格に行うことも必要となっております。

　
(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は46百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 64,000,000

計 64,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年10月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年12月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 26,050,000 26,050,000

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 26,050,000 26,050,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年10月31日 ― 26,050,000 ― 1,378,825 ― 510,292
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年10月31現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社土屋 広島県福山市一文字町14番14号 2,159 8.28

日東製網従業員持株会 広島県福山市一文字町14番14号 932 3.58

小林　宏明 広島県福山市 852 3.27

株式会社広島銀行 広島県広島市中区紙屋町一丁目３番８号 550 2.11

日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海一丁目８番11号 355 1.36

東レ株式会社 東京都中央区日本橋室町二丁目１番１号 318 1.22

株式会社菊谷茂吉商店 山口県下関市長府港町５番27号 305 1.17

田中　愛子 東京都目黒区 304 1.16

住友生命保険相互会社 東京都中央区築地七丁目18番24号 303 1.16

中部飼料株式会社 愛知県知多市北浜町14番６号 300 1.15

計 ― 6,379 24.49

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年10月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 　50,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,840,000
25,840同上

単元未満株式
普通株式

160,000
― 同上

発行済株式総数 26,050,000― ―

総株主の議決権 ― 25,840 ―

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式14株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年10月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
日東製網株式会社

東京都港区新橋
二丁目20番15-701号　　　　　

50,000 ― 50,000 0.19

計 ― 50,000 ― 50,000 0.19

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　役職の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
営業本部副本部長

取締役
営業本部副本部長

高吉　良臣 平成23年８月１日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年８月１日

から平成23年10月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年５月１日から平成23年10月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 906,177 1,149,429

受取手形及び売掛金 ※１, ※２
 6,835,903

※１
 7,516,367

商品及び製品 2,197,055 2,206,837

仕掛品 548,383 491,220

原材料及び貯蔵品 694,726 785,019

繰延税金資産 65,332 77,744

その他 586,501 605,118

貸倒引当金 △584,524 △543,563

流動資産合計 11,249,555 12,288,173

固定資産

有形固定資産 2,728,648 2,667,360

無形固定資産 180,527 163,042

投資その他の資産

破産更生債権等 1,457,160 1,413,217

その他 670,120 684,387

貸倒引当金 △745,335 △769,211

投資その他の資産合計 1,381,945 1,328,394

固定資産合計 4,291,120 4,158,797

繰延資産 20,969 17,374

資産合計 15,561,645 16,464,345
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 3,401,718 3,499,373

短期借入金 5,739,716 4,891,471

1年内償還予定の社債 200,000 200,000

未払法人税等 31,161 229,392

賞与引当金 59,501 191,511

その他 ※２
 743,203 623,909

流動負債合計 10,175,302 9,635,657

固定負債

社債 1,000,000 1,000,000

長期借入金 1,201,786 2,547,970

長期未払金 215,404 182,770

退職給付引当金 429,890 468,913

役員退職慰労引当金 41,496 50,128

繰延税金負債 157,795 157,795

その他 58,093 44,283

固定負債合計 3,104,466 4,451,861

負債合計 13,279,768 14,087,519

純資産の部

株主資本

資本金 1,378,825 1,378,825

資本剰余金 510,292 510,292

利益剰余金 612,751 696,456

自己株式 △7,664 △7,669

株主資本合計 2,494,204 2,577,904

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △76,596 △64,321

為替換算調整勘定 △203,408 △205,975

その他の包括利益累計額合計 △280,005 △270,296

少数株主持分 67,677 69,217

純資産合計 2,281,876 2,376,826

負債純資産合計 15,561,645 16,464,345
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

売上高 6,388,691 9,137,959

売上原価 5,370,275 7,547,487

売上総利益 1,018,416 1,590,471

販売費及び一般管理費

運搬費 79,452 102,212

貸倒引当金繰入額 68,254 45,705

役員報酬 61,560 58,316

従業員給料及び手当 380,377 370,060

賞与引当金繰入額 45,675 81,353

退職給付費用 39,480 28,394

役員退職慰労引当金繰入額 10,150 8,632

旅費及び交通費 83,777 100,802

減価償却費 30,103 29,158

その他 345,885 321,018

販売費及び一般管理費合計 1,144,718 1,145,654

営業利益又は営業損失（△） △126,302 444,817

営業外収益

受取利息 19,327 22,204

固定資産賃貸料 4,452 2,892

受取保険金 － 30,713

その他 43,094 29,508

営業外収益合計 66,874 85,319

営業外費用

支払利息 105,829 105,583

手形売却損 25,692 30,124

為替差損 45,994 36,940

持分法による投資損失 401 15,684

その他 8,970 6,132

営業外費用合計 186,887 194,466

経常利益又は経常損失（△） △246,315 335,670

特別利益

固定資産売却益 3,755 13,908

特別利益合計 3,755 13,908

特別損失

固定資産売却損 92 －

災害による損失 － 25,706

固定資産除却損 8,005 3,053

投資有価証券評価損 18,904 18,611

出資金評価損 250 －

特別退職金 141 －

特別損失合計 27,395 47,371
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△269,955 302,207

法人税、住民税及び事業税 7,768 230,265

法人税等調整額 △85,595 △13,302

法人税等合計 △77,826 216,963

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△192,129 85,243

少数株主利益又は少数株主損失（△） △5,327 1,538

四半期純利益又は四半期純損失（△） △186,801 83,705
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△192,129 85,243

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29,025 12,276

為替換算調整勘定 △29,772 △2,566

持分法適用会社に対する持分相当額 △401 △15,684

その他の包括利益合計 △59,199 △5,974

四半期包括利益 △251,328 79,269

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △245,999 77,729

少数株主に係る四半期包括利益 △5,328 1,539
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△269,955 302,207

減価償却費 196,206 189,069

貸倒引当金の増減額（△は減少） 68,209 △16,426

退職給付引当金の増減額（△は減少） 43,369 39,231

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 10,150 8,632

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,979 132,010

受取利息及び受取配当金 △22,790 △25,756

支払利息 105,829 105,583

手形売却損 25,692 30,124

為替差損益（△は益） 1,497 2

持分法による投資損益（△は益） 401 15,684

固定資産売却損益（△は益） △3,662 △13,908

固定資産除却損 8,005 3,053

投資有価証券評価損益（△は益） 18,904 18,611

出資金評価損 250 －

受取保険金 － △30,713

災害損失 － 25,706

売上債権の増減額（△は増加） 62,984 △638,557

たな卸資産の増減額（△は増加） 71,181 △45,262

仕入債務の増減額（△は減少） 42,020 102,483

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,715 59,883

その他 115,645 △262,395

小計 502,636 △736

利息及び配当金の受取額 26,761 26,044

利息の支払額 △119,601 △148,525

法人税等の支払額 △117,333 △32,662

法人税等の還付額 3,270 22,721

災害損失の支払額 － △7,636

保険金の受取額 － 41,213

営業活動によるキャッシュ・フロー 295,734 △99,581

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △129,575 △120,393

有形固定資産の売却による収入 8,827 19,728

無形固定資産の取得による支出 △34,926 △1,316

投資有価証券の売却による収入 10,000 －

貸付けによる支出 △36,293 △91,977

貸付金の回収による収入 33,970 99,750

定期預金の預入による支出 △297,442 △532,735

定期預金の払戻による収入 265,837 500,000

その他 75,773 △30,535

投資活動によるキャッシュ・フロー △103,828 △157,478
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年10月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 3,886,298 3,694,359

短期借入金の返済による支出 △3,861,287 △4,564,857

長期借入れによる収入 160,000 2,183,970

長期借入金の返済による支出 △309,970 △815,532

自己株式の取得による支出 △107 △4

配当金の支払額 △25,014 △152

その他 △27,174 △29,237

財務活動によるキャッシュ・フロー △177,254 468,543

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3,859 △278

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 10,791 211,205

現金及び現金同等物の期首残高 326,318 325,427

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 337,109

※１
 536,632
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

　持分法適用の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間より、重要性が増したレデス・ニットー・ペルーS.A.C.を持分法の適用の範囲に

含めております。

　

　

【会計方針の変更等】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１  手形割引高及び裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

受取手形割引高 3,347,539千円 3,651,888千円

　

※２　前連結会計年度末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、前連結会計年度末日満期手形が、前連結会

計年度末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成23年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年10月31日)

受取手形 2,117千円 ―千円

受取手形割引高 320,510 〃 ― 〃

支払手形 216,322 〃 ― 〃

設備関係支払手形 289 〃 ― 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

現金及び預金 1,005,781千円 1,149,429千円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△668,672〃 △612,796〃

現金及び現金同等物 337,109千円 536,632千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年７月28日
定時株主総会

普通株式 26 １ 平成22年４月30日 平成22年７月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年５月１日  至  平成22年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計
漁業関連事業 陸上関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 5,345,9371,004,8596,350,79637,894 6,388,691

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,345,9371,004,8596,350,79637,894 6,388,691

セグメント損失(△) △92,030 △30,595△122,625 △3,676 △126,302

(注)  １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械・搬送設備等を含んで

おります。

　　  ２  セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書の営業損失と一致しております。

　　  ３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

     該当事項はありません。　

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計
漁業関連事業 陸上関連事業 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 7,666,4361,316,2698,982,705155,2539,137,959

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,666,4361,316,2698,982,705155,2539,137,959

セグメント利益 395,036 45,523 440,559 4,257 444,817

(注)  １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械・搬送設備等を含んで

おります。

　　  ２  セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　  ３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

     該当事項はありません。　
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(金融商品関係)

前連結会計年度末(平成23年4月30日)

　 　 　 　 (単位：千円)

科目 連結貸借対照表計上額 時価 差額 時価の算定方法

長期借入金 2,000,645 2,023,126 22,481(注)１(注)２

(注) １．長期借入金には、１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

２．長期借入金の時価の算定方法

長期借入金のうち、変動金利によるものは、金利が一定期間ごとに更改される条件となっているため時価は帳

簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。固定金利による長期借入金の時価は元利金の

合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

　

　

当第２四半期連結会計期間末(平成23年10月31日)

長期借入金が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。

　 　 　 　 (単位：千円)

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

長期借入金 3,369,082 3,379,338 10,256(注)１(注)２

(注) １．長期借入金には、１年内返済予定の長期借入金を含んでおります。

２．長期借入金の時価の算定方法

長期借入金のうち、変動金利によるものは、金利が一定期間ごとに更改される条件となっているため時価は帳

簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。固定金利による長期借入金の時価は元利金の

合計額を、新規に同様の借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定しております。

　

　

(有価証券関係)

前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。　

　

　

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。　

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。　
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年10月31日)

　１株当たり四半期純利益金額又は
　１株当たり四半期純損失金額(△)

△７円18銭 ３円22銭

 　(算定上の基礎) 　 　

　四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △186,801 83,705

　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額又は
　四半期純損失金額(△)(千円)

△186,801 83,705

　普通株式の期中平均株式数(千株) 26,001 25,999

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在せず、前第２四半期連結累計期間につ

いては１株当たり四半期純損失のため記載しておりません。

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

　

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年12月８日

日東製網株式会社

取締役会  御中

　

東陽監査法人

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙    田    喜    次    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    久    貝    陽    生    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    安    田    　  宏      印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日東
製網株式会社の平成23年５月１日から平成24年４月30日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成23年８月１日から平成23年10月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年５月１日から平成23年
10月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日東製網株式会社及び連結子会社の平成23年
10月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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